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（１）イノベーション



イノベーション

• 生活の向上（製品・サービスの向上、生
産能力の拡大）にイノベーションが必要

• 何を実現したいか=目標設定
–持続的な社会・経済

–健康長寿

• 目標実現のために資源（人、モノ、知識）
を分配して、イノベーションをおこしていく
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イノベーションの実行

• 何を実現したいか？

• 何をすればよいか？

–何が必要か？

–必要な行動は？

• 何が必要か？

–モノ=知識、人材、資本

–組織、制度 = 資源分配, 法規制, 市場, 教育
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Backcasting

補完的制度



持続的社会のためのイノベーション

代替エネ
ルギー

知識、情報 (科学、技術)

科学者、生産者

市場, 価格、安全性
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Backcast
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社会
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（２）科学技術イノベーション政策



科学技術基本法

• 平成７年11月15日施行

• （１） 科学技術振興のための方針（イ 研究者等の創造性の発揮
ロ 基礎研究、応用研究及び開発研究の調和ある発展 ハ 科学技
術と人間、社会及び自然との調和等）について規定。

• （２） 科学技術振興に関する国及び地方公共団体の責務を規定。

• （３） 科学技術振興施策を総合的、計画的に推進するため、政府に
おいて、科学技術会議の議を経て、科学技術基本計画を作成すべ
きことを規定。また、政府は、科学技術基本計画について、その実施
に関し必要な資金の確保を図るため、必要な措置を講ずるよう努め
ることを規定。

• （４） 国が講ずべき施策（イ 多様な研究開発の均衡のとれた推進、
ロ 研究者等の養成確保、ハ 研究施設・設備の整備 ニ 研究開

発に係る情報化の推進 ホ 研究交流の促進等）について規定。8



科学技術基本計画

• 第１期科学技術基本計画（平成7～12年度）

• 第２期科学技術基本計画（平成13～17年度）

• 第３期科学技術基本計画（平成18～22年度）

–分野別推進戦略

• 第4期科学技術基本計画（平成23～27年度）
– 震災から復興、再生を遂げ、将来にわたる持続的な成長と社会の発
展を実現する国

– 安全かつ豊かで質の高い国民生活を実現する国

– 大規模自然災害など地球規模の問題解決に先導的に取り組む国

– 国家存立の基盤となる科学技術を保持する国

– 「知」の資産を創出し続け、科学技術を文化として育む国
9
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科学技術イノベーション総合戦略2015
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• 科学技術イノベーション政策の⽅向性

1. 経済・社会における価値創造のプロセスが⼤きく変
化する「⼤変⾰時代」が到来

2. 「第４次産業⾰命」とも⾔うべき「⼤変⾰時代」におい

て、新たな未来を切り拓き、国内外の諸課題を解決
し、我が国の持続的な発展の実現を⽬指す

3. 本総合戦略に基づき総合科学技術・イノベーション
会議が司令塔として機能を発揮
• 時間軸を意識しつつ、先⾒性や機動性をもって府省の枠を

超えて政策誘導、第５期基本計画の下での効果的なＰＤＣ
Ａサイクルを検討



（３）資源配分（予算）
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予算編成プロセス

• 総合科学技術・イノベーション会議が科学技
術イノベーション政策全体を俯瞰

• 「資源配分方針」を策定して重点化

• アクションプラン等により、問題題解決に向け
て各府省を政策誘導し、府省連携や重複排
除を促しながら、予算の戦略的重点化

• 総合科学技術・イノベーション会議が府省の
枠を超えた取組に自ら予算を配分する「戦略
的イノベーション創造プログラム」
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概算要求は各省から
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（４）フューチャー・デザインの役割
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科学技術政策と将来省

• 科学技術投資は将来への投資

• 科学技術イノベーション会議は科学技術の資
源配分を行っている

• 必ずしも利害が一致しない省庁を調整

• 現世代の科学技術者は必ずしも将来世代の
ために技術開発をやっていない

–自分の技術の振興
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全ての資源分配へ応用できる

• 本総合戦略に基づき総合科学技術・イノベ
ーション会議が司令塔として機能を発揮

• 時間軸を意識しつつ、先⾒性や機動性をもっ
て府省の枠を超えて政策誘導、第５期基本計
画の下での効果的なＰＤＣＡサイクルを検討

• 総合科学技術・イノベーション会議が科学技
術イノベーション政策全体を俯瞰

• アクションプラン等により、問題解決に向けて
各府省を政策誘導し、府省連携や重複排除
を促しながら、予算の戦略的重点化 21



フューチャー・デザイン

• 科学技術政策体制と予算編成過程を分析

– フレームワークの構築

–問題点と原因の関係を把握

• 政策へ限定的応用

–地域

–水質や土地利用

• 科学技術、社会保障
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（付録）資源分配の例
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ご清聴ありがとうございました。

ご

26


